
ノートの使い方

'.Pロint!

ノートの使い方のルール

中学校の数学は計算が複雑になり，ミスをしやすくなります。

次のルールを必ず、守って問題を解くようにしましょう。

正
負
の
数

・イコールは 縦にそろえ て途中式を書く。

計算は次の行のはじめにイコールを書きます。

(1) 8 ＋ワo
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・途中式は 省略せずに書く

計算1つごとに途中式を l行書きます。
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・分数は 2行使って 書く。

l行で分数を書くと見にくくなり， ミスをしやすくなります。
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次の計算を「ノートの使い方のルール」にしたがって解きなさい。

1 1 
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正
負
の
数酔・・・.....…・・....……………・・： 問題番号と問題の式は必ず書く

融 H ・H ・H ・－－…・4・次の行のはじめにイコールを書き，縦にそろえる
司・1つの計算につき途中式を 1行書く

(1) 100 12×3 

(1) { 0 0一／2×3
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e…ぃ・ H ・H ・－－－………………f分数は2行使って書く
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次の間いに答えなさい。

(1）次の計算を「ノートの使い方のルール」

② 15+3×20 ①
 =15+60 

=75 

(2）次の計算の書き方は「ノートの使い方のルールJにしたがっていない部分があります。

ノートに正しく書きなおしなさい。

① ／6×2-/7=32一／7

=/5 

②／／  ＋ 't 3 
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げ明行胃曹用照曹司・・・・・

正負の数

Pロ1int~

正
負
の
数

0より大きい数を 正の数 といい正の符号十（プラス）をつけて表す。

正の数は＋を省略して表すこともある。

〈例） +2.5=2.5 

0より小さい数を 負の数 といい，負の符号一（マイナス）をつけて表す。

Oは正の数でも負の教でもない。

正の整数を 自然数 ともいう 0・2事
IIlmim!li・
次の間いに答えなさい。

(1）次の数やことがらを，符号を使って表しなさい。

① Oより 3大きい数 ② 0℃より 2.5℃低い温度

(2）次の数について，下の聞いに答えなさい。

I -9 1.5 +6.→10. 40 o I 
①整数をすべて答えなさい。 ②正の数をすべて答えなさい。

③負の数をすべて答えなさい。 ④自然数をすべて答えなさい。

⑤正の数でも負の数でもない数を答えなさい。

② 0℃より 2.5℃小さいから， －2.5℃ 。…...・ H ・－－－－…・・・…・・・・…・・・・・・・・・…・…・…・4単位をつける ： 

(2）①小数と分数以外を選ぶ。

-9， 十6, 10, 40, 0 

②正の符号＋がついている数と， 0以外で符号がついていない数を選ぶ。

1.5，十6, 10 

③負の符号ーがついている数を選ぶ。

9, t, -40 
④正の整数を選ぶ。

十6,10 

⑤正の数でも負の数でもない数は， 0のみ。。
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次の間いに答えなさい。

(1）次の数やことがらを，符号を使って表しなさい。

① Oより 7.3小さい数 ②0℃より 3℃高い温度

(2）次の数について， 下の問いに答えなさい。

I -6 +3 o 3.6 す＋15 -2.3 

①整数をすべて答えなさい。

①負の殺をすべて答えなさい。

①正の致でも負の数でもない数を答えなさい。

正
負
の
数

②正の数をすべて答えなさい。

④自然数をすべて答えなさい。

.ll=llr雪官冒官程圏

次の間いに答えなさい。

(1）次の数やことがらを 符号を使って表しなさい。

① Oより 9大きい数 ② Oより 0.3小さい数

③ 0℃より 7℃低い温度 ④ 0℃より 3.5℃高い温度

(2）次の数について，下の問いに答えなさい。

I +0.6 4 + 17 o 19 

①整数をすべて答えなさい。

③負のj肢をすべて答えなさい。

⑤正の教でも負の数でもない数を答えなさい。

t, 2, -1.8 
②正の数をすべて答えなさい。

④自然数をすべて答えなさい。

(3）次の数について，下の問いに答えなさいo

I 5 • 6 . 1.2 • o .す 18,t, 
CD整数をすべて答えなさい。
①負の数をすべて答えなさい。

⑤正の数でも負の数でもない数を答えなさい。
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(4）次の（ ）にあてはまるこ とばを書きなさい。

・Oより大きい数を（① ）という。

. 0より小さい数を（② ）という 0

・正の整数を（③ ）ともいう。
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反対の性質をもっ量

:pロint~

正の数（＋） 負の数（一）

正
負
の
数

たがいに反対の性質をもっ量は，正の数，負の数を使って表すことができる。

東

～後

収入

西 ・ .. ....・ H ・H ・ H ・－－………－~· こ と I i'が反対になると符号も反対になる ：
～削

支出

利益唾 捧 損失 ・ω

E哩m![冨
次の間いに答えなさい。

(1）次のことを，符号を使って表しなさい。

① 300円の支出を －300円と表すとき，700円の収入

② 地点Aから東へ4m移動することを ＋4mと表すとき，地点Aから西へSm移動すること

(2）次の（ ）に入ることばを書きなさい。

東に 3m進むことを＋3mと表すことにすれば 5mは（ ）ことを表している。

(3）次のことを〔 〕内のことばを使って表しなさい。

① 2℃下がる〔上がる〕 ② －20分前 〔後〕

(4）「 1000円の利益」を 負の数を使わないで表しなさい。

(1）ことばが反対になるので＼符号も反対にする。 ・....・H ・－…....・H ・....・H ・...・H ・－…4単位をつける：
① 300円の支出 -300円 ② 東へ4m移動 +4m 

一一ーーー寸ーー一一ーー ←一一一一一.一一一一一一一 自 ‘

700円の収入 +700円 西へ8m移動 －8m

(2）符号が反対になるので，ことばも反対にする。

+3m 東に3m進む． 

-5m 西 lこ5m進む

(3）ことばが反対になるので，符号も反対にする。

① 玄で下京~ ②－20分 前
・－

-2℃ 上がる 十20分後

(4）符号が反対になるので，ことばも反対にする。

1000円の利益

+1000円 の損失
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次の間いに答えなさい。

(1）次のことを，符号を使って表しなさい。

①現在から 30分前を－30分と表すとき，現在から 18分後

②ある地点から 20m東の地点を＋20mと表すとき， 12m西の地点

(2）次の（ ）に入ることばを書きなさい。

200円の利益を＋200円と表すことにすれば -700円は（ ）を表している。

正
負
の
数

(3）次のことを〔 〕内のことばを使って表しなさい。

①－8cm高い〔低い〕 ② 200g軽い〔重い〕

(4）「－800円の収入」を 負の数を使わないで表しなさい。

E置冨Ellml
次の間いに答えなさい。

(1）次のことを，符号を使って表しなさい。

① 500円の黒字を＋500円と表すとき，200円の赤字

②現在から 4時間後を＋4時間と表すとき，現在から 3時間前

③北に 30m進むことを十30mと表すとき，南に 50m進むこと

④ 400円の収入を＋400円と表すとき， 300円の支出

(2）次の（ ）に入ることばを書きなさい。

①東へ8m移動することを＋Smと表すことにすれば， －lOmは（ ）ことを表している。

②正午より 20分後を＋20分で表すとき， －35分は（ ）を表している。

(3）次のことを〔 〕内のことばを使って表しなさい。

① 8cm短い〔長い〕 ② 300円の損失〔利益〕

③ 5人少ない〔多い〕 ④－7秒進む〔遅れる〕

(4）次のことを，負の数を使わないで表しなさい。

①－7cm長い

③ －150円の収入

②－3年後

④－5000円の利益
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数直線

戸口r.=--.1::1一

正 ⑩ 数直線上で， Oが対応している点を 大きい負
という。 ；＝矛、コ」‘ の 原点

数
品 数直線では，右にある数ほど大きく， -4 -3 -2 1 。+l +2 十3 十4
左にある数ほど小さくなる。e事 小さい

E国m!l置
次の間いに答えなさい。

(1）下の数直線上の点A B, Cにあたる数を答えなさい。

(2）次の数に対応する点を，下の数直線にかき入れなさい。

D -5, E -0.5 F +f 
A C B 

0 +3 -3 

19 
(3)-6より大きく， +2より小さい整数をすべて答えなさい。

A -4 B +2 C % ( 2.5) 
7 1 

(2)F.十ーは ＋ーが7つなので，0から右に 7目盛りのところになる。
2 2 
D E F 

-3 
トム→－」 」十↓ →」

+3 

(3) 

固数直線をかいて考える。

19 19 ・…・
－τ＝－3.1・・・より，一τは－4と－3の間にある 0 ・…・・ ． 、

また，「＋2より小さい」ということは，＋2は入らないことに注意する。； 18 

19 
6 

1 0 : 

ヰ
円
／
U
】

る
t

＋ +3 十4

6 十2
4 : 

-3, -2, -1, 0，十l

国 －3 -2, -1. +l. +2 
・…・H ・H ・－－…...・H ・......・H ・－－…・・・・40を忘れないようにする

19 
－τより大きく ，＋2より小さい整数は，

...・H ・H ・....・・・H ・H ・...・a・－－……H ・H ・・・： . +2カf入っている
Oが入っていない

10 



次の間いに答えなさい。

(1）下の数直線上の点A B Cにあたる数を答えなさい。

B C A 
I I I I I I l I I l I I I I I 1 I I I I I 
I I I T I - I I I 

-3 0 +3 
正
負
の
数( 2）次の数に対応する点を，下の数直線にかき入れなさい。置亘~

D: -3 E: + 1.5 3
一つ山F

 

-3 。 十3

14 
(3) -2.3と十王の間にある整数をすべて答えなさい。

厄温ヨ111D
次の間いに答えなさい。

(1）下の数直線上の点A B, Cにあたる数を答えなさい。

C 
① 一←占
-5 

② －ι」

A B 

• 。 +5 

B C A 

ー ー-3 。 +3 

( 2）次の数に対応する点を，下の数直線にかき入れなさい。 匠亘~

① o・十4 E: -3.5 ー一
2
F
 

-3 。 十3

② D: -2 E: +4.5 5
一2

PA 

-3 。 十3

11 
(3)-4と＋1.5の間にある整数をすべて答えなさい。

(4) 4.6より大きく，十1より小さい整数をすべて答えなさい。

(5）次の（ ）にあてはまることばを書きなさい。

数直線上で， Oが対応している点を（ ）という。
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絶対値

[ Fロint~

正
負
の
数

数直線上で，ある数に対応する点と原点との距離を その数の 絶対値 という。

~て 3~~3 寸~
+4 

十3の絶対値は3

-3の絶対値は3

0の絶対値は 0 -4 
1
1
i
 

l
2
 

一l
円
〈

U 0 + 1 +2 +3 

絶対値を答えるときは，その数から＋，ーの符号をとる 0・ω
I! lmllll!J:司
次の間いに答えなさい。

(1）次の数の絶対値を答えなさい。

①－6 ②＋3.5 

(2）絶対値が次の場合 その数はいくつか答えなさい。

①2 ②0.5 ③0 

(3）絶対値が2より小さい整数を小さいほうから順に答えなさい。

• (4 ） 次の数について，下の問いに答えなさい。

I -4. +0.2. o. t. -1,→0.8 I 
① 絶対値が等しい数を答えなさい。

② 絶対値がもっとも大きい数を答えなさい。

② 3.5 ・…H ・H ・－……… H ・H ・－… H ・H ・，｛ 絶対値を答えるときは，その数から十，ーの符号をとる j

②＋0.5, -0.5 

(2）① +2, -2 ・……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ E・・・・・） + と の符号をつける : 

③0 ・…H ・H ・－…・・… H・H ・..・ E・－…….........・a・...・ H・－…－－・………… H・H ・－…・・・・！ 0には符号はつかない i

(3) 

00数直線をかいて，原点からの距離が2より小さい整数を答える。
「2より小さいJということは，2は入らないことに注意する。

I 戸 ；－じ戸二 とへX
-5 -4 -3 -2 -1 0 + 1 +2 +3 +4 

-1, 0, 十1 ・・ H ・H ・H ・H ・.....・H ・.......・ H ・......・H ・.....・ H ・.....・ H ・－－…iOを忘れないようにする

国一2,-1, 十1, 十2 ・－－…・・…・… H ・H ・・・ ・ ・・ r 2 +2が入っている ：
0が入っていない

8 4 4 ：… 
(4）①0.8= = なので 一一と 0.8 ・…： 小数は分数にして考える j ②－4 

10 5 ’ 5 ・ ..… 

12 



次の間いに答えなさい。

(1）次の数の絶対値を答えなさい。

①＋15 ②－7 ③＋ 1.5 ④－＋⑤O 

(2）絶対値が次の場合，その数はいくつか答えなさい。

①3 ②5.5 ③0 

正
負
の
数

(3）絶対値が5以下の整数を小さいほうから順に答えなさい。

•(4）次の数について，下の問いに答えなさい。

I -t 2.4 -0.8 o +1.2 1 
①絶対値が等しい数を答えなさい。 ②絶対値がもっとも大きい数を答えなさい。

115置冨Imm
次の間いに答えなさい。

(1）次の数の絶対値を答えなさい。

①十4 ② －5 ③＋0.2 ④－4.5 4
一9
＋
 
⑤
 

3
一7

⑥
 

⑦O 

(2）絶対値が次の場合 その数はいくつか答えなさい。

① 7 ②÷③5.3 ④O 

(3）絶対値が4より小さい整数を小さいほうから順に答えなさい。

(4）絶対値が3以下の整数をすべて書きなさい。

•(5）次の数について，下の聞いに答えなさいo

I -3 +4 -4.8 2.5 o -0.1 

①絶対値が等しい数を答えなさい。

-0.01 1-I 
10 I 

②絶対値がもっとも大きい数を答えなさい。

•(6）次の数について，下の問いに答えなさい。

I 1 3 I +0.3, -3, 5，一 一一， 0, +8，一｜
2’ 10 I 

①絶対値が等しい数を答えなさい。 ②絶対値がもっとも小さい数を答えなさい。

(7）次の（ ）にあてはまることばを書きなさい。

数直線上で，ある数に対応する点と原点との距離を，その数の（ ）という。
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数の大小

r Fロin日
左にある数ほど小さい。右にある数ほど大きく，数直線上では，正

負
の
数

十4

’ν
 

き
i
i
J

大

一
十2+l 2 -4 -3 

小さい

。
この記号を 不等号 という。

に並べかえ，

ー…H ・..……H ・H ・.留....…H ・H ・－－－； ＠ ＜⑪＜⑧のように書く ；C>≫

小さいJI！買

記号＞ゃくを使って表す。

数を

数の大小は，

3つ以上の数の大小を表すときは，

数と数の聞に 不等号く を入れる。

E曙JiD![彊
不等号を使って表しなさい。次の各組の数の大小を，

(1) +3, 

(2) 9, 

(3）十0.1,

「「
υ

3
一4

n
h
U
 

0・・；：負の数は数字が大きいほど小さい

-9 -6 0 

(2) -9 < -6 e・・で正の数は負の数より大きい ：

: 5 0 +3 

-0.7 

・…...・H ・.....・H ・.....・H ・－……...・H ・－－…u：小数を分数になおす

・...・H ・.....・H ・－－…………………・…・……： 分数は通分して比べる

・....・H ・.....・H ・.’ .... * ....…H ・H ・－； ＠＜⑪＜⑧に並べる

ー.....・H ・......・H ・－－…...・H ・.....・H ・－・..........もとの形で答える

+0.1. -t, 
＋品 3 7 
一一一 一一
4’ 10 

＋ 】 15 14 
一 一一一一
20’ 20 

シく
一一く －0.7＜十0.1

(3) 

-0.7 圃

十0.1> -t < -0.7 ー...・H ・－－……H ・H ・－…....・H ・...・・！ ⑪ ＜⑪＜ ⑧ に並んでいない j国

14 



次の各組の数の大小を 不等号を使って表しなさい。

(1) -5, +6 (2) -10, -5 (3) -0.9, 0.09 

(4)-+. 
3 

(5) 0, -3, +6 (6) 0.3, 1, 
1 

2 

正
負
の
数

5 

R酒司官冒閏司

次の各組の数の大小を 不等号を使って表しなさい。

(1) +3, -4 (2) -5, +2 (3) -5, 0 

(4) 4, -8 (5) -12. -6 (6) -7, -8 

(7) 0.08 . 0.8 (8) -0.05 , -0.5 (9)-f. 
5 
6 

(10）ーす 1 

4 
仏リ 0.2, 

4 
9 

(12) -0.6. 
2 
3 

。功一7,0, -2 (14) 0 , + 2 , -1 1 7 
同一一 一
2’ 5’ 

4 

3 

7 2 
同一 一一
12’ 3 ' 

3 
(1司－t.0.2 0.4 (18) + 1, ~. -0.7 

4 

15 



正負の数の計算

Pロint~

正
負
の
数

正負の数の計算

2つの数の符号が同じ → 共通 の符号をつけ，数字は たす

2つの数の符号がちがう→ 数字の大きいほう の符号をつけ，数字は ひく

符号のっけ忘れをしないように， はじめに符号を書く ようにする。

途中式と答えは，イコール（＝）を縦にそろえて書く。e事

l!mliil!I!圃
次の計算をしなさい。

(1) +4+2 

(4) -3+8 

+4+2 
↓／ 
= + (4+2) 

=+6 

(2) 2-7 
↓／ 
= (2+7) 

=-9 

(3) 十1 4 
／一

二 一 3

(4) -3+8 
〆yー～

＝ 十5

(2) -2-7 (3) +l 4 

(5) 0 6 

・……・・・…・・・……・・・…－…...・・…て +4と＋ 2で符号が同じ
：→共通の符号＋ をつけ，数字の4と2はたす

j-2と 7で符号が同じ
・－・－－－－－－ ：→共通の符号 をつけ，数字の2と7はたす

1 +lと－4で符号がちがい，lと4で数字が大きいのは4
・－．．．．．．．．．．．．．

：→数字が大きいほうの符号 をつけ，数字の4とlはひく

： 3と＋8で符号がちがい， 3と8で数字が大きいのは8
・－．．．

：→数字が大きいほうの符号十をつけ，数字の8と3はひく

(5) 0 6 ・・H ・H ・－－…...・H ・－－……...・H ・－・・.....…－： 0とたし算やひき算をしても，数はかわらない

=-6 
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次の計算をしなさい。

(1) +3+4 

甜

正
負
の
数

(3) +7-2 

(6) -3+9 

(2) 3 7 

(5) 4十3(4) +5 8 

(8) 0-7 (7) -4-4 

！日間居酒胃官官圃

(3) + 19+ 14 (2) +9+ 1 

次の計算をしなさい。

(1) +2+7 

(6) 13-17 (5) 8-7 (4) -5-2 

(9）十18-12(8) + 12 7 (7) +3-2 

仕司＋16-21 。。十8 15 (10) +5 7 

(1司－20+8(14) 17+9 (13) -8+3 

仕め 17+23 (1カ 4+12(16) -6+7 

(21) -15-15 (20) 6 6 4幼 2 2 

白4)-23+0 

17 

(23) 0 11 (22) -5+0 



かっこのついた数の加法

Pロint~ 一

正
負
の
数

たし算のことを 加法 といい，その結果を 和 という。e事

かっこのついた加法の式は，かっこをはずしてから計算する 0

・（ ）の前に何もない → そのまま （ ）をとる。

－（ ）の前に＋がある → そのまま ＋（ ）をとる。

〈例） (+5)+(-7) (-5)+(+7) 
ヴ

t
四

hu＋
 一一

.I!~ 

=-5 +7 C事

次の計算をしなさい。

(1) (+4)+(+3) (2) ( 2)+(-5) 

二十4

＝ 十7

(2) ( 2)+(-5) 

= -2 -5 

= 7 

(3) ( 3)+(+8) 
」「，..＿.，」ーー一一γ一~

二一3 +8 

＝ 十5

(4) ( 7) + ( +7) 

(3) ( 3) + ( +8) ( 4) ( -7) + ( + 7) 

十3

・...・....・……・...…....イかっこをはずす

(+4）は， （ ）の前に何もない→そのまま（ ）をとるので ＋4 l 
：÷（ +3）は， （ ）の前に＋がある→そのまま＋（ ）をとるので十31 

ー…・・…・…・・…・・…・・・・う かっこをはずす

( 2）は＇ ( ）の前に何もない→そのまま （ ）をとるので －2

: +(-5）は，（ ）の前に＋がある→そのまま＋（ ）をとるので－5: 

・－….....・ H ・.....・ H ・....・ H ・－－….....・ H ・－－－…・・…...・ H ・......……...・ H ・H …fかっこをはずす j

・・……・・・6…・・・・・・・・・…・・….......………・・・・・・・・…・・・・・…・・…・・ぃ・・・・…一…； かっこをはずす ； 

.. .. 
= 7 +7 

=0 ・…...・ H ・－‘…...・ H ・......・ H ・－－‘.....…・・÷ 2つの数の符号がちがい数字が同じとさ．計算すると Oになる
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l 8 ；，－っとのついた数の加法 ｜ 

l園田圃圃圃圃
次の計算をしなさい。

(1) （十3)+(+5) (2) ( 8) + ( 3) (3) （十6)+ ( 3) 

曜
正

(4) ( +9) + ( 13) (5) (-7)+(+5) (6) ( 2）＋（十6) 負
の
数

(7) (-9）＋（十9) (8) ( 5）十（ 5) (9) o+ (-4) 

匹園雪;:ff雪~

次の問いに答えなさい。

(1）次の計算をしなさい。

①（＋2)+(+6) ②（＋2)+(+9) ③（ + 17) + ( + 14) 

④（－l)+(-5) ⑤（－6)+(-8) ⑥（ 12)+( 19) 

⑦（十10）十（－7) ③（＋14)+(-9) ⑨（十24)+ (-7) 

⑩（ +3）十（－7) ⑪（＋6)+( 13) ⑫（ +24）十（－35)

⑬（ 9)+(+2) ⑭（ 12)+(+3) ⑮（ 33) + ( + 15) 

⑬（ 5)+(+9) ⑫（ 8) + ( + 15) ⑬（ 12）十（+21) 

⑫（ 6)+(+6) ⑫（ +8) + ( 8) @ ( -12) + ( + 12) 

⑫（ 1) + ( 1) ⑫（－10) + ( 10) @ (-16）十（ 16) 

@ (-4) +o @ o+ ( 8) ⑫（－17)+0 

(2）次の（ ）にあてはまることばを書きなさい。

たし算のことを（① ）といい，その結果を（② ）という。
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かっこのついた数の減法

:pロint~

正
負
の
数

ひき算のことを 減法 といいその結果を 差 という 0 ‘事

かっこのついた減法の式は，かっこをはずしてから計算する 0

・（ ）の前に何もない → そのまま （ ）をとる。

－（ ）の前にーがある → （ ）の中の符号をかえて 一（

（例） (+5)-(+7) (-5)-(-7) 

FD 
＋
 
一一

l!:m:置E尼圃
次の計算をしなさい。

(1) (+3) (+7) 

＝十3

= -4 

ウ
i

(2) (+9) (-13) 
」ー、，－－，』ー一一一一「＿＿＿，

＝十9 +13 

= +22 

(3) ( 4) ( + 1). 
」-vー〕 」一一一－.，－一’

= 4 -1 

= -5 

(4) ( 6) ( 6) 
」----v--'」一一一一、｛ー’

= -6 +6 

）をとる。

= -5 + 7 c)≫ 

(2) ( +9）一（－13) (3) (-4）一（+ 1) (4) ( -6）一（－6)

・…・4かっこをはずす ： 

(+3）は，（ ）の前に何もない→そのまま （ ）をとるので 十3

1 -(+7）は， （ ）の前にーがある→（ ）の中の符号をかえて 一（ ）をとるのでー7

......................................・・・・・ a・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・ ・．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4・・・・・・

・・・÷ かっこをはずす

(+9）は，（ ）の前に何もない→そのまま （ ）をとるので＋9

：ー（－13）は， （ ）の前にーがある→（ ）の中の符号をかえて （ ）をとるので ＋13

・－－－－……・…・…......・ H ・－－－－－－－…・・…・・・・ー・・・・……・・・・・….....・...………・4かっこをはずす : 

・…・・・・・……・・・ー・・………口口・・…...・H ・・・・ H ・H ・…・・・・…・・・・……・……・…・： かっこをはずす : 

=0 • ···・ H ・－ …. . .・...…...... . ..…・…’H ・ H ・···÷ 2つの数の符号がちがい数字が同じとき，計算すると Oになる
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l 9 …ーの減法 ｜ 

次の計算をしなさい。

(1) ( +5）一（+3) (3) (-8) ( 4) (2) ( +6) -( + 10) 

a正負
の
数

(6) ( -4) ( +7) (5) ( +6）一（－9)(4) ( 2) -( 8) 

(9)0 -(-7) (8) (+2)-(-2) (7) ( -9）一（ 9) 

i恒国~

③（ +34）一（+ 16) ②（ + 17) ( +8) 

次の間いに答えなさい。

(1）次の計算を しなさい。

①（＋6) (+4) 

⑥（ +47) ( +72) ⑤（＋7)-(+13) ④（＋5) (+9) 

⑨（－35) (-18) ③（ 23）一（－8)⑦（－7) (-5) 

⑫（－6）一（－14)⑪（－9）一（－17)⑮（－5）一（－6)

⑮（ +32）一（－48)⑬（ +8) -（ー7)⑬（＋7) ( 2) 

⑬（ -17) （十15)⑪（ 13）一（+7) ⑮（－2) (+5) 

⑫（－15) (-15) @ ( 8）一（－8)⑫（－5) ( 5) 

@ ( -12) ( + 12) ⑫（ +4）一（－4)⑫（－1) -( + 1) 

@0-(+70) ⑫0 ( 19) ⑫ 0 -(-9) 

）という。

(2）次の（ ）にあてはまることばを書きなさい。

ひき算のことを（① ）といい，その結果を（②
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小数と分数の加減

pロint~

正
負
の
数

これからは，式の最初の＋は省略する。

かっこのついた加法，減法の式は 最初に かっこをはずす

・（ ）の前に何もない → そのまま （ ）をとる 0

・（ ）の前に＋がある → そのまま ＋（ ）をとる。

－（ ）の前にーがある → （ ）の中の符号をかえて ー（ ）をとる。e事

分数の加減では，かっこをはずしたあとに， 通分 する。

答えが分数になったら， 約分 できるか確認する。

分数の計算では， 計算ミスを しないように，ノートの2行分を使って書くo C事

JIJ!ISEiill!l彊
次の計算をしなさい。

(1) 1.8 2.5 (2) （十0.8) ( 0.2) 
5 11 

(3）一一一一
6 12 （叩÷）( +f) 

・－－－－－…J式の最初の＋が省略さ i
：れている

(2) ( +0.8) ( 0.2) ・－…·· ~· かっ こ をはずす ；

= -(2.5-1.8) ・・1これ以降，この途中式 ；
jは省略する

=0.8+0.2 ・・H・H ・4式の最初の＋は省略する

= 0.7 ・・・H ・・・｛小数点をそろえて筆算する ：
2.5 

-1.8 

0.7 

=l • ····· ·・ H ・－－……i 小数点をそろえて筆算する ：
0.8 

(3) 
5 11 
一一一一
6 12 

10 11 

12 12 

:z:21 

12:r 
7 

4 

U

フ
但

日
ニす
一

口
八
刀

日

…通
…．
 

(4) （寸）－（+f) ・...・H ・・｛ かっこをはずす：

• ··・ H ・ H ・－ 約分でき るか確認する ：

1 4 ・・・：：・…－……口
一一 ・－－－・・・・・・・・・・・” 情う寸すゐ ・3 5 ・．コ二.：.

5 12 

15 15 

コAV
H

…・す
…

．
刃
ひ

・

．
一一三
P

・
E
・

－

下
れ
M
－

．
 

．
 
、A
H
A
H
N
H
 

…る
い

．
み式」

・

一で
日

…分
H

E

十
汁
ソ

．
 

．
 

，w一
小
・－

 
に
d
守

lム
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次の計算をしなさい。

(1) 3.4-5.6 (2) ( 1.7) + ( +0.2) (3) (-1.8) -(-2.3) 

鍾
正
負
の
数

3 1 川；）十（－；） 川－；）（イ）(4）一一＋
8 6 

匹園司官冒言恒圃

次の計算をしなさい。

(1) -3.4-3.3 (2) 0.4 2.1 (3) 1.8-4 

(4) (-0.8) -( 1.2) (5) ( 12.4) + ( 8.6) (6) (-23.7）一（－25.44)

1 3 
(7）一一一
6 4 

11 5 
(8）一一＋－
9 6 

7 3 
(9）一一
20 4 

闘いす）+ (-t) 川－f）＋（－占） （叫－会）＋（ t) 

叫す）－（－士） ω（十占）－（－t) 則一長）（＋÷）
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3つ以上の数の加減

Pロir,t~

正
負
の
数

かっこをはずした式で，各符号の前に線をひいて分けたときの各数を 項 という。

＋の項を正の項， ーの項を負の項という。

〈例） (+4)+(-7) (-6）一（－2)

匡担匡包 由古
加法だけの式は， Jil買序をかえて計算できる。 a+b=b＋σ → 加法の交換法則

加法だけの式は，組をつくって計算できる。 （α＋b) +c＝α十（b+c) → 加法の結合法則

3つ以上の数の加減の手順

＠ （ ）をはずす。

＠正の項， 負の項に分けて，並べかえる。

＠正の項どうしの和， 負の項どうしの和を別々に求めて計算する a C事

l!Elmllli圃
次の間いに答えなさい。

(1）次の式の項を，正の項と負の項に分けて答えなさい。

( +7) + (-4)-(-5) -( +8）置

(2）次の計算をしなさい。

①（ +3) + (-8) -(-5) + (-7) ②（－%）－（ーか÷－1

固 (+7)+(-4) ( 5) （十8) ：（ ）をはずし
= i 7 ! 4 i +5’ 8 ・・・H ・H ・....・H ・....・H ・－…....・H ・・・・： 各符号の前に線をひいて考える

正の項：＋7, +5 負の項： －4, -8 ・……｛正の項には＋をつけて答える

国 正の項＋7, +8 負の項 .-4, -5 ・
る
－

H
U

H
 

H

て
U

一、え
U

…考
…

－
L
T
T
A
m

－
 

H

』互

い

日
の
υ

式
－

H

ヲ
Q
h

…ふの
…

日の
一

．
 

(2）① （十3)+(-8) ( 5)+( 7） ー－ ② （－%）－（寸）＋す－1・：
・1ゆ1
6

・

H
J

乞
日

…＠
…
 

5 3 1 
＝一一＋－＋－ 1 ・….......： 通分する
6 4 2 

10 9 6 12 ：＠正の項，負の項にi
＝ 十十一一ー ト：
12 12 12 12 t 分けて並べかえる ：
9 6 10 12 
一一一一一一一
12 12 12 12 

=3-8十5-7 ・……・」 ＠正の項，負の項に j
分けて並べかえる ：

る

日

’
の
め

日

し

し

求

目

、
っ
、
つ
に

一

と

と

々

項
一
項
別
…

の
の
ふ
τ日

正

負

和

日

＠

…
 

．
 

ウ
t

口
δ一
5

5

1よ

十

一

子

qu
口
K
U

一

一一

一一

一一 15 22 

12 12 

づゐ
υ

’
の
め
H

H

し

し

求
U

H

、
っ
、
つ
に

一

ト
」
ト
」
々

…
項
一
項
別

日

一
の

の

を

口

一
正

負

和

口

一
＠

…
．
 い

7

Q
H

…
す
J

…

百九
V

－

E

－＝＝H凶
・
i
－
 

・

下
れ
M
a
a

．、
S

H
A
M
H
 

…る
…

’
‘Jさ
－

H

で
い

日分
一

日
ん
サ
d
H

．
’ぷ小
1

．
 

7
一ロ
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1・ll 3つ以上の数の加減 ｜ 

次の間いに答えなさい。

(1）次の式の項を，正の項と負の項に分けて答えなさい。

( 3)+(+8) (+2) 

(2）次の計算をしなさい。

① 4+10 8+3 

③（ + 15) + (-3) + (-5) + (-7) 

⑤（ + 1.5) + (-2.7）ー（－4.1)

正
負
の
数

②7 + ( -5) ( 8) 
④（ +9）一（＋4)+(-5)-(-1)

⑥（＋却－（－t)+ （す）－ ( + 1) 

肝：：理軍司曹司官軍司

次の間いに答えなさい。

(1）次の式の項を，正の項と負の項に分けて答えなさい。

① 3-5+9 2 ②21 + (-29) -28-(-35) 

(2）次の計算をしなさい。

①－8+6+7-4 ② 32-17+8-13 

③3-(-5)-8 ④－14-15十（－17)

⑤（ + 6) ( 28) + ( 19）一（+ 17) ⑤（－23）一（+ 19) + ( -66）一（－36)

⑦（－6)+(+2) (+9) (-12) ③（＋8)+( 11)-(-7)+(-8）一（+6) 

⑨（－7.2) +0.7-( + 1.8) ⑩（ + 1.6) -(-2.3) + (-5.2）十（+4.4) 

⑪ 1-( -+) + ( -t）す ⑫（＋す）+ ( -t )-( -t) l 

(3）次の法則名を答えなさい。

(+5)+( 4）十（＋9)+(-10）一寸（日

=(+5）＋（十9)+ (-4）十（－10）全二＿：；－ 〔

={(+5）＋（十9)}+ { ( -4) + ( -10; ｝十」 ）

=(+14)+( 14) 

=0 
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＇＇計算パズル

［~Pロin壬r---=-- -j  

正
負
の
数

パズルの問題は，ルールにしたがって， 数がわかるところ から順にうめていく 。

2つの数の和から一方をひく と，もう一方が求められる。

〈例〉日十（－2)=-5 ＝＞口＝ -5-(-2) 船

E圃lill!l盟
次の間いに答えなさい。

(1）右の表で， Eコに数を lつずつ入れ，となりあう数の和が，その上の数
となるようにする。このとき，表のア イにあてはまる数を求めなさい。

(2）右の表で， 口 に数を lつずつ入れ，縦，横，斜めそれぞれ3つの数の和が等し

くなるようにする。このとき，表のアにあてはまる数を答えなさい。

題 ）(1）数がわかるところからうめていく 。
となりあう数の和が，その上の数となるので，

口について，3＋（一4)= lより，口 ＝一1• ···：返ら－~·手＂i±·~
次に，E己と一lの上の数が12なので’ （きこむ : I 

E百十（－1）ニ12より，ロヨ＝12 ( 1) =13 
同様に，ヨコ＋3=13より，8]=13-3=10

「121
｜ァI I 
lィ I3 1-4 I 

一
4
二

一
4
4
一

一

一
二

つ
二

二

一
2
一i
L
、j

一一

2
一ー
ー

一
i
一

一
l
一

一
，L

二
1
二
ア

一r
一、
一

「
I
ll
l
－
P
「
I
l
l
i
－－

一
qu
一
一

一・
4

一

一

一1
二
イ

一

「
l
i
r
－－

「il

－－
O
一

4

一

－1
1

－一

よって， ア 13 イ： 10

(2）まず，数がそろっている列をさがし，和を求める。

左の縦列の数をたすと，2+( 5)+0=-3 

よって，縦， 横，斜めの数の和はすべて－3 になる 0 ・ · ······r ;u；；；~五·h ·~： · ：~.. 'j 
次に，数がlつだけ抜けている列をさがし， Jll買にうめていく 。jやすい場所に書 j

口 でぬられた列について，列の和は 3なので， L ~.~ ：：.雪. ~.. 
固十2+(-2)= 3 つま り，固＋O＝一3 だから，

国＝－3 0・…...・H ・－…・・・…・・・ .. ・ ・ ・ ...... ｛求めた数l立表に書きこむ ；

同様に，他の列について考えると，

図十o+c-2）二一3 つまり， 図＋（ 2)=-3だから，

閏＝－3-(-2)=-l

閉 ＋( 3) + ( -1) = 3 つまり，困＋( 4) = 3だから，

閉二（－3）一（－4)=l 

よって，アにあてはまる数は， 1 
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1•n四・・・
次の間いに答えなさい。

(1）右の表で，仁コに数を Iつずつ入れ， となりあう数の和が，その上の数

となるようにする。このとき，表のア～ウにあてはまる数を求めなさい。

(2）右の表で，口に数を lつずつ入れ，縦，横，斜めそれぞれ4つの数の和

が等しくなるようにする。このとき，表のア～ウにあてはまる数を答え

なさい。

(:j周司官冒曹恒冒

次の間いに答えなさい。

(1）右の表で，Eコに数を lつずつ入れ， となりあう数の和が，その上の数
となるようにする。このとき，表のア～ウにあてはまる数を求めなさい。

(2）右の表で， Cコに数を lつずつ入れ，となりあう数の和が，その上の数
となるようにする。このとき，表のア～ウにあてはまる数を求めなさい。

(3）右の表で， 口 に数を lつずつ入れ，縦，横，斜めそれぞれ3つの数の和

が等しくなるようにする。このとき，表のア～ウにあてはまる数を答え

なさい。

(4）右の表で，口に数を lつずつ入れ，縦，横，斜めそれぞれ4つの数の和

が等しくなるようにする。このとき，表のア～ウにあてはまる数を答え

なさい。
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正負の数の乗法

[ Point! 

正
負
の
数

かけ算のことを 乗法 といい，その結果を 積 という。e事

かけ算では，まず符号を決めてから，数字をかける。

ーが奇数個Cl.3. 5，ー一個）→符号は ー

ーが偶数個（0, 2, 4，ー－個）→符号は ＋ 

ただし， Oとかけ算すると 0 になるo c,~ 

IJ!mml!l冨
次の計算をしなさい。

(1) ( 8）×（ +3) (2) ( 4）×（ 5) (3) ( +9）×（ +4) (4) 0×（－7) 

(2) ( -4）×（－5) ・……イーは2個→符号は＋：
=-8×3 

=-24 

・...・H・iこの途中式は省略してもよい j =4×5 ・……イ・式の最初の＋は省略する
ニ 20 1・この途中式は省略してもよいj

(3) （十9）×（+4) 0・・・4はO個→符号は＋ (4) 0×（－7) 

=0 =9×4 

二 36

・…・…・・4この途中式は省略しでもよい：

次の計算をしなさい。

(1) ( +7）×（－6) 

(5) ( 4）×O 

(2) ( 4）×（ 9) 

(6) (-11）×（－6) 

(3) ( +3）×（ +6) 

(7) ( +8）×（ 7) 

(4) ( 2）×（十8)

(8) (-4）×8 

11:1曹司胃曹司

次の問いに答えなさい。

(1）次の計算をしなさい。

①（十5）×（－7) ②（ 9）×（ 6) ③（ +7）×（÷4) ④（－8）×（ +6) 

⑤（－60）×O ⑤（ 15）×（－4) ⑦（ +3）×（ 17) ③（－14）×（ +6) 

⑨（ +7）×（－8) ⑮（ 3）×（－7) ⑪（ +2）×（十6) ⑫（ 2）×3 

⑬O×（ 11) ⑭ （－19）×（－3) ⑮ 2×（ 4) ⑮ （－13）×7 

(2）次の（ ）にあてはまることばを書きなさい。

かけ算のことを（① ）といい，その結果を（② ）という。

28 



分数と小数の乗法

pロint~

正
負
の
数

かけ算では，まず符号を決めてから，数字をかける。

数字のかけ方

－分数どうしのかけ算では， 約分 してから数字をかける。 1 （例） 6×？ ： 
6×3 

• ··・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・” ＝一一一一l×4 

• ···・ H ・......・ H ・ －－………－・4 分数のほうが計算ミスをしにくい i

分数になおす－整数と分数が混さ守っているときは，整数を

口
δ
一ハ
U

po
－－
i
 

一一
円

δPO
 

‘、、、』，，，，

J
M
Mリ
初
v
，，，J
、、、、

。
C$ 

分数になおす

:l!J~置

－小数は，

(2) 8×（占） (3) 1.6×（－0.5) 

8×（占） …す
…

日お
u

・な
・

日数
一

－

1
7
．
 

・，内J
’

リ

J
T
二
一数
日

…整
…．
 

U

る一
日め
…

一決
い

日を
H

H

口す
日

どす
hi－
 

－
 

H

J

V」

日

二千日数・戸り

・

H

A
H
H
 

口
て

H

H

’
し
ヲ
h
V

H

・句、7
＋s
；

ノ「ノ

t
v
－

口
約

カ

日．
 

②、8×⑦

① ×hゐ

0・4約分してから数字をかける ：

次の計算をしなさい。

（作？）×（？）

(-t）×（－f) 
⑤ ×宮①

ぷ ×③
＝千×（占）

(2) ．い口；まず符号を決める

14 

3 
・－－…－：小数は分数になおす

一る
日

…め
…

一決
日

一を
日

日号
日

二
寸

い
1
・．
 

1.6×（－0.5) 
=1&×（ - 5 I 
10 ¥ 10/ 
④c (i¥ 

｝~× 5、

ー⑤同×lQ2① 

(3) 

4 
5 

(3) （ーす）×（+9) 
(6) -7×（－0.5) 

(2) (-A）×（＋f) 
次の計算をしなさい。

（作十（？）
(4) (-0.8）×（ 0.3) 

lf:j曹司官冒官程圏

(3) （－%）×（合）（寸×（子）
次の計算をしなさい。

(1) （－÷）×（－f) 
(6）一三×（－6)
21 

(9) (-0.5）×（－4) 
何）（十12）×（－？）
(8) ( +0.7）×（－0.2) 

29 

（寸×（初
(7) (-0.2）×（－0.3) 



3つ以上の数の乗法

r pロint~

正
負
の
数

かけ算では，まず符号を決めてから，数字をかける。

ーが奇数個Cl.3, 5，・一個）→符号は ー
ーが偶数個（0, 2, 4, ...個） →符号は ＋ 

ただし，Oとかけ算する と 0 になる。

乗法だけの式は，計算の順序をかえて計算できる。 σ×b=b×α →乗法の交換法則

乗法だけの式は，組をつくって計算できる。 （α×b）×c＝σ×（b×c) →乗法の結合法則 e事

l!EII置E彊
次の計算をしなさい。

(1) (-3）×（ 2）×（ 4) 川 ？）×8×（一言） (3) ( -25）×7×（－4) 

・…・4まず符号を ： (2) …
ムな

…

・
数

e

n

八刀

H

H

J
M乙
…
数

す

…

…
敦士
4

h

o

…

－
 

、、、‘白1h目『
l

’e’’’’

5
一ロ

J

’’’
l
i
t

－、、
×
 

0
0
 
×
 

、11I
I
I－
J

3一
4

／
1
1
1
、、

= 3×2×4 

=-24 

：決める

計

・

シ
」
フ
Q

H

る
A
M
U

－

く

に

．

つ
山
田
十

一

を

筒

一

組

が

一

で

算

…

I 3¥ 8 I 5¥ 
=¥ l× ×＼－ l・－－－； ：符号を決める¥ 4 I 1 ¥ 12 I 

よ3× 8－長写
74×T×12 ム 」， 41 

5 

2 

(3) ( 25）×7×（ 4) 0・fまず符号を決めるi
=25×7×4 

=25×4×7 

=100×7 

=700 

・.......・ H・｛(5の倍数）×（偶数）：

園－
次の計算をしなさい。

(1) ( 3）×4×（－7) 

(3）（川＋川→） (4) (-t）×（＋す）×（－f)

l:i割司官冒曹恒冒

次の計算をしなさい。

(1) ( 5）×9×（ 10) 

(3) (-2）×7×（ 5）×（－3) 

(5) （引×（一山（－f)
(7) （ート（－古）×（ーす）

）
 

円
ノ
U

パ
川

l
一6

1ノ

1
J

×

只
υ

A

佳

一

円
〈

U
一
口
R
U

－－

－

一

／
＼

f＼

5
一2

×
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×

×

＼

」

j

－

／

＼

／

＼

ノ

1
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一－to

q
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一
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一
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仁
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f
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ト
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a
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f
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r
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f
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，
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A
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累乗

[ Fロint~

。 同じ数をいくつかかけ合わせたものを，その数の一塁塁ーといい，右かたに小さく書いた数を

指数 という。

〈例） 5×5×5=53←市古 「5 の 3 乗J と読む。・i）~

正
負
の
数

l!:m:I置E置
次の間いに答えなさい。

(1）次の式を，指数を使って表しなさい。

①（ 5）× （－5）×（ 5) 。〕3 3 3 3 
は）一一×一一×一一×一一
〕 7 7 7 7 

(2）次の計算をしなさい。

①43- ②（ 7) 2 ③－3'' ④（← 1 )27~ 

⑦ 3×3. 3×3 …一－－－－ー
- 7 7 7 7 

=(-5)3 ＠・・・・・・・・｛( 5）を3回かけている）

＝（手r い
を

い

い
つ，刀

＋1
。

…
乗

…

累

－

H

の

る

い

日
数

け

・

…
分
つ

…

＠
 

(2）① 

=64 －－
 aq 

×
H
 

4ム
日

X
H
 

4A
n
 

－－－ 

国 43 
=12 一る

…

一し
日

一て
日

…し
…

一算
…

士宮
ロ
日

γと
日

一
勺

J
H

一
×
一
一Aせ
・

．
 

固 43 ・・H ・H ・...」4を3回かけるので，

② (-7) 2 場・・‘・・・・聞・・・・・・・・・・・・・a・・・・・・・・‘・・・・・・a・・・・・・a・・・・・・・・・・・・・‘・.竃 .......  ‘打旨数の2は（）の右かたにあるの I 
：で，（一7）を2回かける=49 

③ － 3 4 

=-81 

φ…...・H ・......…・・・・…・…H …・・，....・・…・…‘H ・H ・－－…・・…・4指数の4は3の右かたにあるので．
(3だけを4回かける

④ 

骨

国 （－1)27

二一27 e…...・H ・－・•： （一1）×27と

：計算している i

固 （一1)27 ．．．．．…．．：．；二i~I:~子両詰；1rr··

= ( 1）×（一1）×（一1）×．．．×（一1） 

=-1 

：ーが奇数個なので答えの符号は一・.iは何回かけてもl・= 
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l圃~

次の間いに答えなさい。

(1）次の式を，指数を使って表しなさい。

① 8×8×8 ②（ 4）×（ 4) ぼ〕2 2 2 2 
はj一一×一一× × 
- 3 3 3 3 

正
負
の
数

(2）次の計算をしなさい。

① 23 ②（－6)2 ③－42 

④（ -1)101 ⑤ －（－3)2 ⑥（－tr 

I:：曹司官官雪司

次の間いに答えなさい。

(1）次の式乞指数を使って表しなさい。

① 5×5×5×5 ②3×3×3 

③（ 6）×（ 6）×（ 6) ④（ 3）×（ 3）×（ 3）×（ 3) 

信〕3 3 
1 一一一×ーー
- 5 5 

信〕 7 7 7 7×7 
- 8 8 8 8 8 

(2）次の計算をしなさい。

① 52 

④（－2) 4 

② 16 ③2-l 

⑤（－4) 3 ⑥（－9) 2 

③ －24 ⑨ 33 

。（-1) 10 ⑫－11989 

⑭ － ( -5) 2 ⑬ － ( -3) 3 

⑫ （－ir ⑬－（－ ~f 

⑦ －72 

⑪－1-l 

⑬ － (-2)3 

⑬（士r
(3）次の（ ）にあてはまることばを書きなさい。

同じ数をいくつかかけ合わせたものを，その数の（① ）といい，右かたに小さく書いた数を

（② ）という。
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逆数

LPロint~

⑭2つの数の積がlになるとき，一方の数を他方の数の旦 塾ーという。

2 3 
〈例〉一×一＝lなので，τの逆数は一
3 2 3 

逆数を求めるときは，分母と分子の数を入れかえる。符号はかわらないaC事

正
負
の
数

, I!~盟lmllll
次の数の逆数を求めなさい。

(3) -2 (4) 0.8 r.，賢一

(2) 

固－古＞く一千＝－10 事 ：分母がlのとき ：．， 

：は，整数で表す ： 国一千
…
分

る

…

司

U
V

H

に

て

川

口
の
、
え

日

…
な

答
…

・14
宇
ふ

－

H

が

ま
H

U

母
の

一

…
分

数

…．
 (3) -2＝一千＞く－＋

(4) 
①」 . -

固0.8＝百戸＞く？
義
C

・

ト
」

司ム
叫

日

る

す

…

き

分

日

で
約
H

1
7

日

ノ吋ノ

1

・

約

は

…

骨 国主骨……f約分を忘れている : 

次の数の逆数を求めなさい。

(1）す （2）－士 (3) -1 (4) 0.5 

I:！置~

次の間いに答えなさい。

(1）次の数の逆数を求めなさい。

点 、 5
①一 ②

〕 3 ー
一5
③
 

④
 

⑤ －7 ⑥ －4 ⑦0.2 ③－0.25 

(2）次の（ ）にあてはまることばを書きなさい。

2つの数の積が1になる とき， 一方の数を他方の数の（ ）という。
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除法

[Pロint『

正
負
の
数

その結果を 高 という 0・B事
わり算はかけ算になおして計算する。

。÷を × に，÷の右の数を 逆数 にかえる。

＠かけ算の式を計算する。まず符号を決めてから，数字をかける。

わり算のことを 除法 といい，

まず小数を 分数 になおす。 C事小数のわり算では，

.l!Jmml!I冨
次の計算をしなさい。

（川 手）÷（寸）

• · .( 0 7の逆数は 十 ： 
= (-56）×（－÷）・（船長二：：：：：：：：
＝（一千）×（－÷）
§56×くE
I＞くも

(4) ( 3.5）÷0.7 (3) 3÷（－6）置・

( 56）÷（－7) 
：＠ニを×に，

・＂1÷の右の数を逆数に 1(2) 
かえる

•···< ⑫かけ算

(2) (-56）÷（－7) 

（一手）÷（＋主）
I 3 ¥ I 14 ¥ 
二｜一一一｜× I＋一一｜
¥ 71 ¥ 91 

T3×1l 
J, 7× 9ε 

2 

3 

ぺ一一る

…

、ーノ

・v

6
て

日

ι、ーし
で

管

丹

U

算

計
υ

暗

を

…
－
F
 

3÷（－6) 
二－2
国）

川
口

1
一6
2

6

F
O
司

4

つt

－

く

一

く

一

一

／

仁

l

〉

一
〉

ゴ
パ
ペ
刈

×

3
一3
1
一2

1

t

b

3
一1
：

一

一

一一

一

一

一一

一

一

00 
(3) 

・…・………・・………….......・H ・・H ・a・－－……・……・・・・……ー……・・・…： 小数を分数になおす ：(-3.5）÷0.7 

二（主）÷7
101 10 

= ( 35) 10 
I ×一一
101 7 

~35 × 101: 

TlO×7① 

＝←5 

(4) 
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｜匝ml・圃・
次の計算をしなさい。

（川；）÷（；）

(4) ( -12）÷6 

(7) 6÷（ 0.3) 

肝E理軍司冨冒官担冨

次の間いに答えなさい。

(1）次の計算をしなさい。

①1÷I 7 I 
5 ¥ 8 I 

④十（－%）

⑦（ 32）÷（ +8) 

⑩6÷（ 27) 

⑬ 24÷（－8) 

⑮ 3.2÷4 

⑮6.8÷（ 17) 

⑫O÷（－5) 

(2）三一二（－10)
5 

(5) 3÷（－9) 

(8) 2.7÷（ 0.9) 

②－t÷（一子）

⑤（－t）÷？ 

③（ 8）÷（ 16) 

⑪（－10）÷5 

⑭（－42）÷（ 14) 

⑫（ 6）÷（ 0.2) 

⑫（－3.4）÷（ +0.2) 

⑫O÷（十）

(2）次の（ ）にあてはまることばを書きなさい。

わり算のことを（① ）といい，その結果を（② ）という。

35 

(3) ( 56）÷（－8) 

題
正

(6) ( 3）÷（ 2) 負
の
数

(9) 0÷（－9) 

③（－t）÷（＋？） 

⑥（－4）÷（－f) 

⑨63÷（ 9) 

⑫（－18）÷（ 12) 

⑮ 2÷（－6) 

⑬（ 2.4）÷（－8) 

@0.24÷（－0.3) 

@O÷（ 0.8) 



加減乗除の混合問題

[ Pロint~

かっこをはずして計算する。

→ 共通 の符号をつけ，数字は たす

数字の大きいほう の符号をつけ，数字は ひく 0・ω
加減の式は，

項の符号が同じ

項の符号がちがう→

正
負
の
数

⑬ かけ算では，まず符号を決めてから，数字をかける。

ーが奇数個（1, 3, 5, －個）→符号は ー

が偶数個（0, 2, 4, ・一個）→符号は ＋ 

かけ算になおして計算する。C事

ID~ 
⑬ わり算は，

(4) ( 7）÷（ 21) (3) 6×（ 7) (2) （十6）一（－8)

次の計算をしなさい。

(1) ( +3) + ( 6) 

－
ム
！品

目

’
J

ゼ

日

つ
い
か

……
じ
…

，同
・

．
は

…一
カ
一

u

式

日日
口万
円

一
の

一
ふ付
日

ぺ
減
、
す

いい

の
…

…
加

ず

……
項
…

．
 ．
 

（十6）一（－8)

=6十8

=14 

(2) 

二
硲

…
〈

……

省
、
っ

…

－

V
J

…υ
は

が

い

日
カ

いい

十

ち
u

ー
！

・

…
は

……

伽

号

…
式

す

……

最

符

…

日
の
よ
q

J

H

…
の
の

…

…
城

北

……

式

項

…

ι
t
－
 

・
も
M
J
2

－
 

a

・

(+3)+( 6) 

=3-6 
円
く

u一一

(-7）÷（－21) ・・・｛わり算は，かけ算になおす！

＝（一れ（ ま）

＝（千）×（ま）
エ7×X
X×21]: 

(4) 日
ロ万j

・

・
庁
1
1

勺
一9

一日

い
い

工互

いU
は

よ

一

……

式

も

…

い
は

る

日日

中

て

一

日
算

め

二

途

し

い

…
け

決
u

…
の

略

…

…
か

を

……

こ

省

…

－

・．
 

6×（－7) 

=-6×7 

=-42 

(3) 

1 

3 
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l 19 同の混合問題

次の計算をしなさい。

(1) (-8)+(-6) (3) (-9）×（ー5)(2) ( +2) ( +8) 

a正負
の
数

ω（ーす）－（－古）（同（－f)+ （→） (4) (-8）÷（ 48) 

同（－f）÷（一手）件×（－f)(7) ( +3.9) ( 1.2) 

F副理巨古田耳雪空．

(3) ( 8）×（ +7) (2) ( 3) (+6) 

次の計算をしなさい。

(1) (-4)+(+5) 

(6) ( 6)-(-12) (5) ( 5) + ( 8) (4) (-4）÷（ + 12) 

(9) (+2)+(-13) (8) 24÷（－8) (7) (-4）×（ 8) 

同（ 81）÷（－18) (11) ( +3）×（－15) (10) (+7) (-8) 

同（－%）×（－｛）ω（＋？）－（－？） (13) ( +0.7) + ( -1.5) 

同（－2.7)-(-3.4) 川＋ま）＋（ーす）同3.6÷（ 0.4) 

(2D ( -8.02) + ( +0.15〕ω（？）÷（－f4) 。効（－0.5）×0.3

凶 7.2÷（－18)
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乗除と累乗の混じった計算

pロint~

正
負
の
数

累乗 があれば先に計算をする。

かけ算になおして計算する。わり算は，

かっこをつける。

c,)) 0・・： 3× 8と書かない ：

ーの符号が続くときは，計算の記号と，

〈例） 3×（ -2)3 

=3×（ -8) 
す同ーの言二号 芹号

j E圃ill!lillll

(2) (f）二（一子）×手
次の計算をしなさい。

(1) 30÷5×（ 2) ., (3) (-32）×（－7）÷（－2)3 

）
」

二
王
算

2一

－

一
三

計

二
位

一
た
け

f
、、
～

I
S
－－L
し
だ

×
一
一
一4

…
残

分

5
～
（

～

日

を

部

る

H

－一・・
一・

一
算
一
い

日

旧

旧

日
り
の
て

い

：

：

…
わ

式

し

…

一

一

一一

国ー...・H ・..；わり算はかけ算に ：
：なおす

-30÷5×（ 2) 

=-3叶×（ 2) 

二三Q×よ×（_1_1 
1 5 ¥ 1 I 

'.§:30 × $ × ~ 

J;× 匂×①

=12 

圃

：まず累乗を ：

(-32）×（－7）÷（－2)3 ・・4計算する
= (-9）×（－7）÷（－8）・………jわり算は ；

I 1 ¥ ：かけ算に j
= (-9）×（－7）×（ すj jなおす ； 

＝（一千）×（ f）×（－t) 

(tr÷（一子）斗・：：三主主義語版：：： (3) 
4 f 14 ¥ 9 
二一一－；－I一一一l× ・.~： わり算はかけ算になおす ：
9 ¥ 3 I 7 

(2) 

9×7×1 
1×1×8 
63 

8 

4 f 3 ¥ 9 
一－ y ＇一一一一
9 ¥ 14/ 7 

'.!4×玄 × 91:

J ×lι×j_・ 
ム 、L 、J

6 

49 
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l-20ムーじった時 一｜

圃圃E・・・・
次の計算をしなさい。

(1) (-6）÷（ +2）×（－3) (2）も÷（－10）÷（－t) (3) ( -42）×3 

正
負
の
数

(4) ( 3)4÷（ 92) (5) 33÷（－3) 2×（ 22) （件÷（－3）×（－tr

R曙担問冒官程圏

次の計算をしなさい。

(1) (-12）÷（－8）×（－6) (2) 80÷4×（－2) (3) ( -7）÷14×22 

凶（－t）×（ぎ）÷（－%） （咋÷（－￥）÷雲 (6) (-9）÷（－t）×4 

(7) (-3）×（－72) (8) ( 2) 3×（－32) (9) (-5)2×（ 22) 

(10) ( -2) 3÷（－3) 2 (11) ( 6) 2÷（－32) (12) -(-1) 3÷（－22) 

(13) ( -62）÷（－3)2×（－3) (14) (-24）÷（－10）×（－32) 仕5)( -42）÷2÷（－2) 3 

同 一言÷f×（－tr 吋÷（－2）×（－tr 同（－士r×（－6)2÷（ 32) 
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四則の混じった計算

~ロint!

計算の順序

＠ 累乗 を計算する。

＠ わり算 を かけ算 になおす。
＠ かけ算 を計算する。。たし算・ひき算 を計算する。

正
負
の
数

・…・…」 3--8と書かない ：

e事
。。
グ

二
一市

。一

f
＼

A

M

ベ

二
戸一一

川

3

3
凡

ぺ

＝
三

ム

E

－

つカ

’…： 3× 8と書かない ：

計算の記号と，ーの符号が続くときは，

〈例＞ 3×（ -2)3 

=3×（ -8) 
計算の記号心号

l!Eliim!J彊

(3) -62÷4+ (-2）×（ 4)2 (2) 27÷（ 32) +7 

次の計算をしなさい。

(1) 8 2×（－3) 

・…...・ H ・－－………....・H ・....・H ・－－…・・・・……・÷ E)かけ算（符号までふくめてかけ算する）

・……...・ H ・H ・H ・......・ H ・H ・H ・..…...・H ・－－………...・H ・－そ 。 たし算 : 

8-2×（ 3) 

=-8+6 

・...・ H ・.....・H ・－－…...・ H ・－－………...・ H ・－－…・《o累乗 ； 

・...・ H ・.....・ H ・H ・H ・.....・ H ・H ・H ・.....・ H ・.....・ E・」eわ！？算をかけ算になおす

=-2 

ウ
t十

仔

3
引
一

一
一

一

÷
・
一・
一

円

i

ワ
t

つL
円

4一一

(2) 

二川ーす）+7 ー………...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・......・H ・.....・ H ・ミ E)かけ算 ： 

27 I 1 ¥ 
＝一×1- 1+7 
1 ¥ 9 I 

2,27×全
二 ウ丈一一守二一＋7
'.l；×日T
=-3+7 ・…...・ H ・H ・H ・－－………...・ H ・H ・H ・－－…….........……・・4。 たし算

40 
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(3) 62÷4+ ( 2）×（－4) 2 ・…... . ・ H・－……・...・H・－……~· 0累乗 ： 
=-36÷4+ (-2）×16 ・………’ H ・H ・－－……...・ H ・.....・ H ・－－…： ＠わり算をかけ算になおす

= 36寸＋(-2) X 16 ・ ｛。かけ算： ： ・．．．．．．．．．．．

一 ⑨3~ × ①
否 可 「 （－32) I 量

二 一 9+(-32) 噛・・....・ H ・....・ H ・....・ H ・....・ H・........・ H ・...・ H ・..ro・i・工j＂・…....・ H・….....・H・.....・ H・...・i の
数

円
ノU

円
ベ

υ
Q
J
 一一
= 41 

次の計算を しなさい。

(1) 3+2×（ 4) (2) 8+ 12÷（－4) (3) (-3)2 4×（－32) 

(4) 62÷（ 3) 2 5 (5) (-18）÷6+ (-22）×（ -2) (6) 6-(-33）÷（－3) 2一（－1)

ii:~潤胃官担冒

次の計算をしなさい。

(1) 6+3×（－5) (2) 10-7×（－3) 川＋4×（－＋）

(4) 11-8÷（－2) (5) 7 36÷（－9) 
9 3 
(6）一一0.2÷一
2 5 

(7)(-2)2一川－t) (8) 3×（－2)3+( 52) (9) -32+6×（－1) 2 

(10) -52÷（－5) + (-12) (11) 18÷（ 32）ー（ 2) 2 (12) ( -5) 2 62÷（－22) 

(13) (-2）×（ 3) 8÷4 (14) 6÷（－2)-3×（ 4) 同 －＋×（－÷）－t×（士）

(16) 23 -( -2) 2×（－3) +7 。カ10-23÷（－2)2×0.5 山 ＋（ 叫－f)+ （－÷r 
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かっこのある式の計算

戸口fntTー ャ

量 ｜＠ かっこのある式の計算では，かっこの中を先に計算する。

i ~ 小かっこ（ ）と中かっこ｛ ｝があるときは 小かっこの中を先に計算する。

計算の順序

＠ 累乗 を計算する。

＠ わり算 を かけ算 になおす。

＠ かけ算 を計算する。。たし算・ひき算 を計算する 0・B事

l!mli宜E彊
次の計算をしなさい。

(1) 7+5×（2-7) 

(3) 13 { 8 (6-9）｝×4 

；かっこの「1

(2) -9-(-4+6÷3) 

(4) 9×｛ ( 3)2÷（5-8)} 

(2) 9 (-4+6÷3) 
つ）.Ji.

=7+5×（－5) 
Jか -c}j

・…； 7+5× 5と警かない =-9-(-4+6×t) 
Jτ＇.o.；主

=-9-(-4+2) =7-25 

=-18 

(3) 13-{ -8 (6 9）｝×4 

I 
=13-{-8-(-3）｝×4 

I 
=13-{-8+3｝×4 

I 
= 13 ( 5）×4 

I 
=13一（ 20) 

I 
ニ 13+20

=33 

42 

I 
= -9 ( 2) ・…… •： -9一一2と書かない：

〆
=-9+2 

(4) 9×｛ ( -3)2÷（5-8)} 

= 9×｛ ( -3)2÷（－3)} 

J三三主
= 9×｛9÷（－3)} 

=-9×｛9×（÷）） 
／ 



I 1日一

次の計算をしなさい。

(1) 3×（－5+ 1) (2) (8 23）÷（ 5) (3) 9 4×（5-7) 

(4) 3×（2 9÷3) (5) 6 (22 12）÷2 (6) {7 (8-3）｝×（－5) 

正
負
の
数

(7) 3-{3-(5-8)} (8) 6 { -42 -(8-12）｝×3 (9) {32×6-( 2)2｝÷（ 5) 

(:I曹司官冒~

次の計算をしなさい。

(1) (-9+6）×（－8) (2) ( 5）×（ 3+4) (3) (4-11）×6 

(4) 54÷（7-13) (5) (8 20）÷（ 6) (6) -51÷（－10+7) 

(7) 3 5×（2 3) (8) 9-(8-12）×（－3) (9) -15 2×（6-13) 

(10) 42÷（4-2×5) (11) (3-8÷2）×（－5) (12) ( 6-3×5）÷（－3) 

(13) 9+(7-32）×2 (14) 5 (2-42）÷7 (1司8-(19-52）×（－3) 

同一12÷｛3 (5 8)} (1竹｛3 (2-8）｝×（ 4) 同一36÷｛7-(9-11)} 

(1幼5 { 6-(4-9)} 位。－4-{13-(2-5)} (21) 8-{-6-(7 9)} 

(22) 7-{-22一（9-4）｝÷3 側 5×｛（－3)2ー（－22+10)} 白4)-9-{ (-3)2ー（4-7）｝×（－2)

同－4-{( 3)2-2×10} 凶 5-{22×（ 5）一（ 2) 2} 間 9 {(-4)2-32×2} 

43 



分配法則

[-Pロint! ] 

という。分配法則」乞刊叫

C

一

土
A

×
一ヰ
乙

川

吋

一

？」

C

一
×

宗
一）

（
布

司

一

一
山

一（いこ

り川

成

（J一）一
？
ハ
初

，
刀
一

一

リ

J
G

一

日
目
ハ

I
t

法の下以b, Cがどんな数であっても，

G×（b十c)＝σ×b十α×c

α， 正
負
の
数

分配法則の逆 ・2事α×c+b×c二（α＋b）×cσ×b＋α×c＝σ×（b+c) 

III~圃
そのくふうがわかるような途中式を書くこと。

(2) -24×（ 32)+14×（ 32) 

くふうして，次の計算をしなさい。ただし

I 2 3 ¥ 
(1) 1- I×28 
¥ 7 4 I 

日る
H

H

L
J
語
、
H

H

で
一

日算
一

…暗
…．
 

-24×（－32)+14×（ 32) 

ニ（－24+14）×（－32) 

= (-10）× （－32) 

=320 

(2) 

ぽ
一Z

8

×
一
×

一
一

お
け
仏

歪

J

（：
）（

L

h
m
3
一4
E

一

一
一与一
4

ト

rm
z

一

一

2

×
一×

江

一
マはけ
2

一72
一－d
rι
=-13 

園mm.
そのくふうがわかるよう な途中式を書くこと。

(2) I一三＋立）× （－24)
¥ 6 8 I 

• (4) -87×3.14 13×3.14 

くふうして，次の計算をしなさい。ただし

/1 2 ¥ 
(1) 15×（ 一一l
¥ 3 5 I 

(3) 62×（－27) +38×（－27) 

目副直岨司圃副1=1:.1111

そのくふうがわかるような途中式を書くこと。

I 5 7 ¥ 
(2) -36×l一一 十一l

¥ 6 9 I 

(4) 11-三｝×（－15)
¥3 5/ 

くふうして，次の計算をしなさい。ただし

I 3 1 ¥ 
(1) 12×I -J 

¥ 4 6 I 

(3) (t寸）×18
(6) 7×15 37×15 

,(sJ 25×3.5-5×3.5 
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(5) 57×（－79) +43×（ 79) 

1(7) 64×3.65+36×3.65 



素数の積

[ Pロint~

⑬ lとその数自身のほかに約数をもたない自然数を一塁塾ーという。（約数を 2つだけもつ数）
〈例） 2の約数は lと2なので， 2は素数。 4の約数は 1,2, 4なので， 4は素数でない。

正
負
の
数

⑬30未満の素数は暗記する。 2, 3, 5, 7, 11, 13, 17, 19, 23, 29 ·~ 

⑩30以上 100以下の素数を求めるときは，
〈例） 91から 100までの素数を求める。

~ ~ ~ 94 95 9<5 
↑↑↑↑↑↑  

素数の倍数 を消して求める。

＠ 98 ~ 

j 3の｛者数は，各位の和が
l別 ・…13でわりきれるもの l 
↑ ；〈例） 87→8+7=15 
5の倍数 :7の倍数は，2.3, 5の倍 ：
：数を消して残った数のう ；
iち， 7でわりきれるもの

7の倍数 2の倍数 3の倍数 2の倍数 5の倍数 2の倍数 2の倍数 3の倍数

よって， 91から 100までの素数は97・ω
。 自然数をいくつかの素数の積で表すことを， 素因数分解 するという。

素因数分解する問題は， 累乗を使って答える。

〈例） 90=2×3×3×5 .・・ H・H ・...・ H・－…....・ H・...・H・...・ H・－…..( ' ｜素数でわっていく い
=2×32×5・ω

“岨 自然数Aが自然数Bの倍数であるとき， Aを素因数分解した式は自然数Bを素因数分解した

式をすべてふくむ。

〈例） 462は42の倍数

462=2×3×7×11 ι・H・H・’.＂..・ H・.....・H・.，…… H・H・....・ H・－…・： 462を素因数分解した式は
1. 42を素因数分解した式をすべてふくむ ：42= 2×3×7 怨…...・a・...

l!!mll!l彊
次の間いに答えなさい。

(1) 220を素因数分解しなさい。

“（2) 198にできるだけ小さい自然数をかけて 60の倍数にするには，どんな数をかければよいか求め

なさい。

固 2辺2立
2斗1立
5~ 

く

る

日

蓄

え

…

ら

答

…

ー

か
て

…

工

数

つ

い

×

素

使

一

Fb

い
ふ
乞

い

×

さ

乗

…

！
、
：

2

1
号

－

つ臼
・
：H
ノ

E
3

．

＝

山

ハU
円
ノ
ム
円，，山 国 10辺盆 220=2×ザ×11

2) 22 

11 f 10は素数ではない ：
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正
負
の
数

(2) 198, 60をそれぞれ素因数分解する。

198= 2×3×3×11 ，…...・H ・－－…………...・H ・.....・.·~· ...............…4素因数分解を見やすくするために
：累乗を使わない形に書く60=2×2×3×5・…日

198にできるだけ小さい自然数をかけて 60の倍数にするには，

60を素因数分解した式をすべてふくむように

2と5をかければよい。

よって，求める自然数は， 2×5二 10

園－
次の問いに答えなさい。

(1) 40から 50までの整数のうち，素数であるものをすべて答えなさい。

(2）次の数を素因数分解しなさい。

①24 ② 180 ③ 108 ④ 540 

“（3) 154にできるだけ小さい自然数をかけて 12の倍数にするにはどんな数をかければよいか求めなさい。

I: i曹司E腎雪司

次の間いに答えなさい。

(1) 50から 60までの自然数のうち，素数であるものをすべて答えなさい。

(2) 61から 80までの自然数のうち 素数であるものをすべて答えなさい。

(3）次の数を素因数分解しなさい。

① 18 ②28 ③75 ④ 72 

⑤ 126 ⑤ 120 ⑦240 ③504 

“（4) 234にできるだけ小さい自然数をかけて8の倍数にするには，どんな数をかければよいか求めなさい。

“（5) 156にできるだけ小さい自然数をかけて33の倍数にするには，どんな数をかければよいか求めなさい。

(6）次の（ ）にあてはまることばや数を書きなさい。

. 1とその数自身のほかに約数をもたない自然数を（①

・ 30以下の素数は（②

－自然数をいくつかの素数の積で表すことを（③

）という。

）である。

）するという。
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..正負の数の利用

[Pロint~ 一つ

E圃D![盟 正
負
の

下の表は，ある図書館の先週5日間の貸し出し冊数を， 100冊を基準にして，それより多い場合を 数

正の数，少ない場合を負の数で表したものである。下の聞いに答えなさい。

曜日 ｜ 月 ｜ 火 ｜ 水 ｜ 木 ｜ 金

基準とのちがい（冊）｜ + 1 I + 14 

(1）金曜日の貸し出し冊数は何冊か答えなさい。

(2）貸し出し冊数がもっとも多い日は， もっとも少ない日より何冊多いか答えなさい。

(3）先週5日間の貸し出し冊数の平均を求めなさい。

+9 つ山 7 

φ・・・u ………・……・…ー…H ，………..: j基準は100冊

=100-7 

=93 93冊 ト H ・H ・－…...・ H ・－…・」：答えには単位をつける ：

(2）貸し出し冊数がもっとも多い日は火曜日で 基準とのちがいは＋14

もっとも少ない日は金曜日で，基準とのちがいは 7だから，

(+14)-(-7) 

=14+7 

=21 21冊

(3）平均を求める手順

＠表の「基準とのちがい」の合計を資料の個数でわる。

＠＠で求めた値を基準にたす。

曜日 ｜ 月 ｜ 火 ｜ 水 ｜ 木 ｜ 金

基準とのちがい（冊）｜ + 1 I + 14 
(+1)+(+14)+(+9)+( 2)+(-7) 

=l + 14+9-2-7 

=24-9 

=15 

先週5日間の貸し出し冊数の平均なので， ・－…....・H ・・＜。合計を，資料の個数でわる

+9 円
ノ
ム 7 

事・……ぃ…・・＝－ 。表の「基準とのちがい」の合計を求める

15÷5=3 

よって，貸し出し冊数の平均は， •····・ H ・ ...... ・ H ・...・ H ・ .. .~ ⑫~：で求めた値を基準の ~9.~ 冊にたす
100十3

=103 103冊 ・－…‘H ・H ・－－………………4答えには単位をつける
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下の表は， 5人の生徒A～ Eの数学のテストの得点を，クラスの平均点62点を基準にして，基準より

何点高いかで表したものである。下の問いに答えなさい。

生徒 A B C D E 

基準点とのちがい（点）｜ 5 +4 -2 +l -3 

(1) Aの得点を求めなさい。

(2）もっとも得点が高いのはだれか答えなさい。

(3）得点がもっとも高い人は もっとも低い人より何点高いか答えなさい。

(4）この5人の生徒の平均点を求めなさい。
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次の間いに答えなさい。

(1）下の表は， A～ Eの5人の身長を， 160cmを基準にして，基準より高いときは＋，低いときはー

で表したものである。下の問いに答えなさい。

生徒 I A 

基準160cmとのちがい（cm)I + 1 
B 

0 

C 

-8 

D 

+6 
E
一4

正
負
の
数

①Eの身長は何cmか答えなさい。

② 身長がもっとも低い人はだれか答えなさい。

③ 身長がもっとも高い人は， もっとも低い人より何cm高いか答えなさい。

④ この5人の身長の平均を求めなさい。

(2）下の表は， A～ Eの5人のテストの得点を， 72点を基準にして，基準より何点高いかで表したもの

である。下の聞いに答えなさい。

｜ 生徒 I A 
｜基準点とのちがい（点）｜ +8 

①Bの得点は何点か答えなさい。

B 

6 

C 

十11

D 

0 
E
一寸

② 得点がもっとも高い人は，もっとも低い人より何点高いか答えなさい。

③ この5人の生徒の平均点を求めなさい。
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＇＇数の範囲と四則

Pロint~
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2つの自然数どうしの計算の結果

加法・乗法 ＝二〉いつでも自然数になる。〈例） 2+5=7, 3×6=18 

減法・除法 ＝二〉いつでも自然数になるとは限らない。

2 :・・・・・: 
〈例） 2-5=-3, 2÷5＝一（0.4) ・…………H ・H ・－・4答えが負の整数や，分数ー小数になることがある ：

5 ・.・…

2つの整数どうしの計算の結果

加法・減法・乗法 ＝＞いつでも整数になる。

〈例） -2十5=3,3-6= -3, 3×（－2)=-6 

除法 E二〉いつでも整数になるとは限らない。

伽判ート－f(-0.6） ・ 怖が分数ノ止なることがある
‘ 

・．．

2つの数どうしの計算

加法・波法・乗法・除法 はいつでもできる。

ただし除法では， 0でわる場合を除いて考えるものとする 0 41防

自然数全体の集まりのことを，自然数の集合という。同じように，整数全体の集まりは，整数

の集合，数全体の集まりは数全体の集合という。

それぞれの集合の範囲内での計算を，表にまとめると下のようになる。

ただし，除法では， Oでわる場合を除いて考えるものとする。

0・いつでもできる

ム－－いつでもできるとは限らない

｜加法 減法 乗法 除法

自然数の集合 。ム
整数の集合 。。。ム
数全体の集合 。。。。

C事

E圃IClml
次のア～工の式について， 0と口にどんな整数を入れても，計算の結果がいつでも整数になるの

はどれか，すべて答えなさい。また，計算の結果が整数にならない場合は例をあげなさい。ただし

除法では， 0でわる場合を除いて考えるものとする。

ア 0＋口 イ O一口 ウ O×口 エ O÷口

加法 ・減法 ・乗法の結果はいつでも整数になるから，

ア，イ，ウ

工の計算の結果が整数にならない場合の例 l÷4 ・ ・ -~ 1÷4寸となり整数にならない j
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下の表は，それぞれの集合で， a+b,a b，σ×b, a÷bの計算がいつでもできるときには記号O乞

いつでもできるとは限らないときには記号ムを書いたものである。ア～カに入る記号Oまたはムを答

えなさい。ただし，除法では， Oでわる場合を除いて考えるものとする。

σ＋b α－b σ×b σ÷b 

自然数の集合 。ム 。ム
整数の集合 。ア 。イ
数全体の集合 ウ 工 オ カ

正
負
の
数

R哩胆潤胃官担冒

次の間いに答えなさい。

(1）次の口とOに自然数を入れたときに，計算の結果がいつでも自然数になるとは限らないものを，

ア～工の中から2つ選び，記号で答えなさい。また，成り立たない式の例を lつずつ書きなさい。

アロ ＋0 イ口 0 ウ口 ×O エ口 ÷O

(2）次の①～③にあてはまる式を， ア～工の中からすべて選び＼記号で答えなさい。

ただし工では， Oでわる場合は除いて考える。

ア 0＋口 ィ 0－口ウ O×口

① 0.口が自然数のとき，計算結果がいつでも自然数であるもの

②O，口が整数のとき，計算結果がいつでも整数であるもの
③O，口が整数のとき，計算結果が分数になる場合があるもの

エ O÷口

(3）下の表に，それぞれの集合の範囲内で計算がいつでもできるときはO，いつでもできるとは限らな
いときはムを書き入れなさい。ただし除法では， 0でわる場合を除いて考えるものとする。

匠亘Zヨ
加法 減法 乗法 除法

自然数の集合

整数の集合

数全体の集合
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＇＇ゲームの問題

Pロint~
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II! !miil]]i圃

正負の数を使ったゲームの問題は ルールを 衰 にまとめてから考える 0・u

次の問いに答えなさい。

(1）さいころを投げて，奇数の目が出たら出た目の数を正の得点に 偶数の日が出たら出た目の数

を負の得点とするゲームを行う。次の間いに答えなさい。

①l回目に 2,2回目に5の目が出たときの合計得点を求めなさい。

② さいころを 2回投げたとき， もっとも低い合計得点を求めなさい。

(2) 1枚の硬貨を投げて 表が出たら 2点 裏が出たら－1点となるゲームを行う。硬貨を何回か

投げたところ，表が4回出て合計得点は －1点となった。このとき，硬貨を何回投げたか求め

なさい。

出たヨ I1 I 213 I 4 I 5 I 6 
得点（点）I + 1 I -2 I +31 -41 +s I -6 

①表より， 2と5の目が出たときの合計得点は，（－2)+(+5)=3 3点

② 表より，もっとも低い得点は，出た目が6のときの－6点。

ーたがって， 6が2回出たとき，合計得点がもっとも低くなるので，

( -6) + ( -6) = -12 -12点

(2）表にまとめると，右のようになる。

表4回分の得点は， （+2）×4=+8（点）

裏の分の得点を口とすると，

( +8）十口 ＝ Iだから，

出た田 ｜表 ｜裏

得点（点）l+2l-1

一ー マ守マ ／、』主壬，＿一 一 一一一 一 一ー日 ι 一

円 ＝－1-(+8)=-9（点）

裏l回につき －1点なので， 裏が出た回数は，

（裏の分の得点）÷（－1)で求められる。

-9÷（－1)=9（回）

よって，全体で投げた回数は，

4十9=13 13回
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戸ゲ二ムム問題

次の間いに答えなさい。

(1）数直線を動く点Pがある。さいころを投げて，偶数の目が出たら出た目の数だけ正の向きに進み，

奇数の目が出たら，出た目の数だけ負の方向へ進むゲームを行う。点PがOの位置にある状態で，

さいころを2回投げるとき，次の間いに答えなさい。

①出た目の数が2と5のとき，点Pの位置を答えなさい。

② 点Pが 1の位置にあるのは，出た目の数がいくつといくつのときか， lつ答えなさい。

正
負
の
数

(2) 1枚の硬貨を投げて，表が出たら＋2点，裏が出たら 1点となるゲームを行う。硬貨を何回か投

げたところ，表が3回出て，合計得点は－1点となった。このとき，裏は何回出たか求めなさい。

｜出i園ヨi3Iヨヨ
次の問いに答えなさい。

(1）さいころを投げて，偶数の目が出たら出た目の数を正の点数に 奇数の目が出たら出た目の数を負

の点数とするゲームを行う。このとき，次の間いに答えなさい。

①さいころを 2回投げ， l回目に3,2回目に6が出たとき 合計得点を求めなさい。

②さいころを 3回投げたとき， l回目に 2.2回目に4が出たとすると， 3回の得点がもっとも低く

なるとき，何点になるか求めなさい。

(2）数直線上の原点に点Pがあり，さいころを投げて，奇数の目

が出たら出た目の数だけ正の方向へ偶数の目が出たら出た

目の数だけ負の方向へ移動する。右の表は，さいころを何回

p
b

一

に
U

一
1
i

4A一つ山

qu
一A
U
A

円
ノ
“
一

F
h
U

1
ム
一
つ
ο
－、、t’’

数
一
国

防
一
航

l
一回

か投げたときの出た目の数とその回数を表したものである。ただし 6の目が何回出たかはわから

ない。このとき，次の間いに答えなさい。

①6の目が3回出たとき，点Pの位置を答えなさい。

② 点Pが－28の位置にあるとき， 6の目が出た回数を求めなさい。

(3) 1枚の硬貨を投げて，表が出たら＋2点，裏が出たら －3点となるゲームを行う。何回か投げたところ，

表が7回出て，合計得点は5点だった。このとき，硬貨を何回投げたか求めなさい。

(4) 1枚の硬貨を投げて表が出たら十5点，裏が出たら－3点となるゲームを行う。何回か投げたところ，

表が5回出て，得点は合計4点だ、った。このとき，全体で何回投げたか求めなさい。
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